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はじめに 

障害をもつ労働者は、世界のあらゆる国の鉄道部門に存在する。彼らは毎日出勤し、

世界を動かす重要な公共・商業サービスを支えている。しかし、彼らの姿は圧倒的に見

えにくく、彼らの貢献や、障害のない同僚たちは直面することのない追加的な障壁は、

認識されないことがあまりにも多い。これは基本的に社会的公正の問題であり、我々労

働運動の中核的な懸念事項である。 

2023 年 3 月にヨハネスブルグで開催された前回の鉄道部会総会で、ITF 加盟組合は障

害をもつ鉄道労働者の権利に関する画期的な決議を採択した。1ITF の部会、地域、部門

において、 障害の問題や、障害をもつ労働者の平等実現を優先させる必要性が明確に

認識されたのはこれが初めてである。 

鉄道労組の中には、障害をもつ組合員と共に既に素晴らしい活動を行い、平等実現に

向けて一歩を踏み出しているところもある。ヨハネスブル総会後、鉄道部会運営委員会

やグローバル・タスクフォースと連携しながら、これらの組合を「障害に関する鉄道加

盟組合ネットワーク」にまとめ、経験を共有したり、総会決議の実施を監督したり、こ

のような取り組みをグローバル化するための相談役として機能させている。 

ITF は同決議の付託を受け、この「障害をもつ鉄道労働者憲章」を作成し、世界の鉄

道産業に期待される主要原則をまとめた。障害の有無にかかわらず、アイデアを共有し

てくれたすべての人々に感謝したい。今後、さまざまな地域・国の異なる環境で、鉄道

労組や旅客団体と協力しながら、これらの原則を実施させていきたい。 

2024 年 10 月にマラケシュで開催される第 46 回 ITF 世界大会では、次期の活動の指

針となる６つのグローバル・テーマの 1 つとして「平等」が採択される見込みだ。鉄道

部門の積極的な取り組みが、他の交通運輸部門の組合にとって、障害をもつ労働者の平

等実現のインスピレーションとなることを願っている。 

   

 
1 付録１参照 
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障害をもつ労働者の基本的権利 

鉄道部門に限らず、障害をもつすべての労働者は国際法で認められた一定の基本的権

利を有している。これらの権利の中には、すべての障害者に固有の普遍的な権利もあれ

ば、障害と仕事の関係に特化した権利もある。 
本憲章の本章に記載されている原則は、これらの権利およびこれらの権利が実際に行

使されるために重要であると我々が考える配慮について概説している。次の章では、特

に鉄道産業の障害をもつ労働者にとって、これらの権利がどのように実現され得るかに

焦点を当てている。 
 

1. 身体的状態、精神的状態、神経多様性などを含め

て、障害を包括的に捉える必要がある。 
一口に「障害」といっても、生まれつきのものもあれば、病気や健康状態、事故など

によって、突然、あるいは時間をかけて発症するものもある。障害には一時的なものと

永続的なもの、目に見えるものと見えないものがあり、人々の行動に現れることもあれ

ば、完全に内面にとどまることもある。障害について考えるとき、これらの状態をすべ

て同等に考慮すべきである。 
考慮すべき状態は次の三つに大別される。 

• 身体的状態：動きに影響を及ぼす状態など 

• 精神的状態：長期にわたる不健康な精神状態など 

• 神経多様性：自閉症や失読症など 

留意すべきは、労働安全衛生の問題は重要であるが、仕事の世界における障害は、

労働安全衛生の問題だけではないということだ。使用者や労働組合は労働災害や職業

病の管理に精通しているが、職場外で生じた障害も、職場における平等に大きな影響

を及ぼすものである。障害は、障害をもつ労働者と障害をもたない彼らの仲間たちの

あらゆる経験（賃金、暴力・ハラスメント、差別、技術革新などの幅広い労働問題を

含む）に関連する。 

2. 障害をもつ労働者は、他のすべての労働者と同じ

基本的権利を有する 
労働者の基本的権利は障害の有無にかかわらずすべての労働者に等しく適用される。

このことは、労働組合の権利、奴隷制、児童労働、同一賃金、差別、労働安全衛生に関

する規定を含む 11 の ILO 基本条約で表明されている。 

https://www.ilo.org/global/standards/introduction-to-international-labour-standards/conventions-and-recommendations/lang--en/index.htm
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この究極の平等は、国連 障害者権利条約の第 27 条（労働・雇用）で詳しく規定され

ている。特に、第 27 条 1 項（c）は、「障害者が他の者との平等を基礎として労働及び

労働組合についての権利を行使することができることを確保すること」を国に求めてい

る。 
 

3. 障害の社会的モデルを我々の指針とすべきだ 
障害や障害者がどのように社会に参加するかを理解する方法として、さまざまなモデ

ルが存在する。慈善的モデルは、障害者を受動的な憐れみの対象としてとらえ、大多数

の非障害者に助けられるべきであると考える。一方、医療的モデルでは、障害者を科学

の受動的対象としてとらえ、臨床的介入によってその状態を緩和すべきであると考え

る。 
我々はこれら二つの考え方を否定する。代わりに、世界の障害者解放活動家たちとと

もに、障害の社会的モデルを指針とする。社会的モデルは、障害者の疎外を、人間の間

に内在的に存在する生物学的・医学的状態の多様性の結果ではなく、社会がすべての構

成員を等しく評価することに失敗した結果とみなす。また、障害者と非障害者の彼らの

仲間が社会をより良い方向に変えようとする力にも我々は注目する。 
社会的モデルの一つの形が「障害者の職業リハビリテーション及び雇用に関する条

約」（第 159 号条約） 第 4 条に表されている。同条は「障害者である労働者と他の労

働者との間の機会均等」の確保を国にコミットさせている。 
 

4. 障害をもつ労働者は常に自己決定を享受できなけ

ればならない 
原則３に続き、障害をもつ労働者は、自身の職場や生活全般における変化を主導し、

形作る存在でなければならない。非障害者の仲間たちからの連帯はきわめて重要だが、

彼らは障害をもつ労働者自身が民主的に決定した優先事項に支援の手を差し伸べるだけ

だ。これは、使用者や政府との会議等で（障害者の）利益を代表する場合だけでなく、

組合内部の意思決定機関についてもあてはまる。 
この原則は国連の障害者権利条約の第 3 条（a）でも認められており、「固有の尊

厳、個人の自律（自ら選択する自由を含む）及び個人の自立の尊重」として、障害者イ

ニシアティブの重要性が強調されている。 
 

5. 障害をもつ労働者は、職種に応じた調整を受けな

ければならない 
障害の社会的モデルに基づき、障害者が非障害者の同僚と同じ条件で仕事の世界に従

事することを妨げている、社会によって築かれ維持されている多くの障壁を認識する必

要がある。平等の達成とは、こうした障壁を減らし、取り除くために、職場で調整を行

うことを意味する。 

https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-persons-disabilities
https://ilo.org/dyn/normlex/en/f?p=NORMLEXPUB:12100:0::NO::P12100_INSTRUMENT_ID:312304
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必要な調整の性質は、同一産業でも職種によって、また身体的、精神的、神経多様性

の状態によってかなり異なる。とはいえ、すべての調整は、障害をもつ労働者の意見が

民主的に取り入れられるようにするため、労働組合と使用者の団体交渉から生まれるべ

きである。特に、すべての新技術の導入は、障害をもつ労働者の平等な参画を妨げるべ

きではなく、促進すべきである。 
 

6. 複合的・交差的形態の差別が障害をもつ労働者に

影響を及ぼしていることを認識しなければならな

い 
障害は何もないところに存在するわけではない。障害をもつ労働者の多くは、ジェン

ダー、性的指向、人種、民族性、宗教、その他の要因により、さらなる障壁に直面して

おり、これらはすべて、文化的に特有な形で障害と交差している。障害をもつ労働者の

平等を勝ち取るためのいかなる取り組みも、このような複合的・交差的な形態の差別を

考慮に入れなければ、結局は失敗に終わるだろう。 
ILO 基本条約のうち、雇用および職業についての差別待遇に関する条約（第 111 号条

約）は、差別を広くとらえ、「雇用及び職業についての差別待遇を除去するために、機

会及び待遇の均等を促進する」ことを国家に約束させている。 
さらに、暴力とハラスメントに関する 第 190 号条約は 、「暴力とハラスメントのな

い仕事の世界に対するあらゆる人の権利」を謳い、仕事の世界における暴力とハラスメ

ントの影響を著しく受けている脆弱な集団を保護する、各国の平等法・政策を求めてい

る。同条約を補足する ILO 第 206 号勧告 と同条約には、障害をもつ労働者も含まれ

る。同勧告は、交通運輸労働者を特に暴力やハラスメントを受けやすい労働者に挙げて

いる。  
  

https://www.ilo.org/dyn/normlex/en/f?p=NORMLEXPUB:12100:0::NO::P12100_ILO_CODE:C111
https://www.ilo.org/dyn/normlex/en/f?p=NORMLEXPUB:12100:0::NO::P12100_ILO_CODE:C111
https://www.ilo.org/dyn/normlex/en/f?p=NORMLEXPUB:12100:0::NO::P12100_ILO_CODE:C190
https://ilo.org/dyn/normlex/en/f?p=NORMLEXPUB:12100:0::NO::P12100_INSTRUMENT_ID:4000085
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障害をもつ鉄道労働者の権利 

障害をもつすべての労働者が有する権利だけでなく、鉄道職場で働く障害をもつ労働

者には特別な配慮が必要である。彼らが職場に完全かつ平等に参加するために、その障

壁を克服するための具体的措置が講じられなければならない。 
 

7. 障害をもつ鉄道労働者の職種に応じた調整が行わ

れなければならない 
原則 5 に続き、障害をもつすべての鉄道労働者が効果的に仕事に貢献できるよう、職

種に応じた労働環境の調整が行われなければならない。このような調整は職場の状況に

より大きく異なるだろうが、身体的、精神的、神経多様性の状態にかかわらず、実施さ

れなければならない。障害をもつすべての労働者のニーズが満たされるよう、ILO 国際

標準職業分類（ISCO）の鉄道職業の分類が全面的に利用されるべきだ。2 
鉄道においては、当然のことながら、乗客、労働者、そして地域社会のために高い安

全基準が維持されている。障害をもつ労働者のための調整はこれらの基準の妥協を意味

するものではなく、すべての労働者が鉄道の仕事に平等にアクセスできることを保証す

るものである。 
どのような調整を行うかは、障害をもつ鉄道労働者の意見を民主的に取り入れなが

ら、労使交渉によって決定されるべきである。いかなる新技術の導入も、障害をもつ労

働者の平等な参画を妨げるべきではなく、むしろ促進すべきである。 
 

8. 使用者は障害者の採用、維持、昇進を優先すべき

だ 
平等を実現するための対策が、すでに鉄道産業で働いている障害者のためだけに行わ

れるのであれば不十分だ。より多くの障害者が、完全かつ平等な参画を阻んでいる永続

的な障壁のために、鉄道の仕事に就けなかったり、かつての仕事を辞めたりしているか

もしれない。 
使用者は、少数派の労働者グループの数がかねてより少ない点を是正するために、他

の少数派労働者グループと同様に、障害者の採用、維持、昇進を優先的に行うべきであ

る。このような措置は、障害者が特に少ない職種と、特定の障害が労使双方に追加的な

利益をもたらす可能性のある職種の両方を対象とすべきだ。また、目に見えにくい障害

をもつ鉄道労働者が自分の障害を「カミングアウト」できるよう、職場を安全な空間に

保つことも必要だ。 
 

 
2 付録２を参照のこと。 
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9. 暴力・ハラスメントや衛生状態が障害をもつ労働

者に及ぼす影響に注目する必要がある 
原則 6 に続き、複合的・交差的形態の差別が障害をもつ鉄道労働者にどのような影響

を及ぼしているかに注目する必要がある。特に、障害をもつ鉄道労働者は健常者の鉄道

労働者に比べて同僚や管理職、乗客から暴力やハラスメントを受けやすい。鉄道産業に

おける ILO 第 190 号条約の実施に関しては、この不公正に目を向け、特に通勤時の安全

を重視しながら取り組む必要がある。 
さらに、交通運輸労働者が利用できる適切な衛生設備が欠如している問題は、障害を

もつ労働者にとっては特に深刻である。衛生上の制約は、ある種の障害を引き起こした

り、悪化させたり、あるいはその原因になることさえある。  「ITF 衛生憲章」に基づ

き、障害をもつ鉄道労働者の衛生の権利は、すべての使用者が適切な設備を提供するこ

とで実現されなければならない。 
 

10. 組合は障害をもつ労働者のリーダーシップを促進

すべきだ 
平等を求める ITF ファミリーのすべての闘いは、「我々抜きで、我々のことは決めら

れない」という原則に基づくべきである。障害をもつ鉄道労働者は、平等を勝ち取るた

めのあらゆる闘いの前線にいる必要がある。つまり、組合は障害をもつ既存の組合員や

潜在的組合員を把握し、彼らが安全かつ協力的な環境の中で目に見える存在となるよう

促すべきことを意味する。2023 年の ITF 青年総会の 声明文にあるように、「我々の組

合および我々の運動の執行部は、交差的な我々の産業および我々が生きる世界を真に反

映していなければならない」。 
世界の鉄道労組はこの原則を支持する活動（鉄道産業や社会全般における障害者の権

利に関する教育活動、キャンペーン、交渉を含む）を優先させるべきである。 
 

11. 障害者をもつ労働者は安全で持続可能な鉄道産業

を必要としている 
障害をもつ労働者は、すべての人にとって安全で持続可能な鉄道産業においてのみ、

自らの権利を完全に実現することができる。これは特に、我々の鉄道は公有かつ民主的

に管理され、労働者および乗客のために安全かつ社会的に公正な方法で運営され、気候

変動対策において主導的な役割を果たすべきことを意味する。障害をもつ労働者のため

の平等は、世界の鉄道の将来に向けた ITF 全体のビジョンの重要な要素である。 

 

  

https://www.itfglobal.org/en/resources/itf-sanitation-charter
https://www.itfglobal.org/en/resources/fighting-just-future-global-vision-young-transport-workers
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鉄道産業の枠を超えたあらゆる

障害者のための平等の構築 

社会的公正に関する他の問題と同様に、組合は乗客のために、また社会全般における

障害者の平等を構築する上で極めて重要な役割を担っている。労働運動は常に、幅広い

進歩的変革を育む存在であり続けてきた。鉄道労組は今、あらゆる障害者のために、彼

らの周りの世界を変革する機会を手にしている。 
 

12. 障害をもつ鉄道労働者と乗客はより良い鉄道のた

めに連携すべきだ 
障害をもつ鉄道労働者の地位は、障害者の権利の関する条約第 9 条および第 20 条に

規定されているアクセシビリティ（利用の容易さ）や個人の移動の権利と密接に関連し

ている。この条約は、すべての障害者は他の者との平等を基礎として、物理的環境、施

設およびサービスを利用する機会、つまり、自立、社会への完全参加、あらゆる人権の

実現の機会が確保されなければならないと定めている。この目的のためには、交通機関

へのアクセスが不可欠であり、同条約は、すべての障害者が「自ら選択する時に、か

つ、負担しやすい費用で」旅行することができなければならないことを明確にしてい

る。これらの権利は実際のところ、障害をもつ労働者にとっても、乗客にとっても、ほ

とんど実現していない。 
障害をもつ鉄道労働者・労働組合と障害をもつ乗客団体の連携は、これらの権利や、

障害者が現在奪われている他のすべての権利を実現する上で、大きな可能性を秘めてい

る。 
 特に、労働者と旅客は共に政府（鉄道当局や平等当局を含む）に対して、管轄下の障

害者の待遇改善について影響力を行使することができる。 
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付録１：2023 年 ITF 鉄道総会

決議 

世界の鉄道産業における障害者の平等 
2023 年３月 17 日～18 日に南アフリカで開催された鉄道総会において 

1. 以下を確認した。 

• 世界中で、障害者はあらゆるレベルで仕事の世界に参加、貢献している。  

• 身体的・精神的状態の多くは（学習障害、行動障害、発達障害と同様に）目に見え

るものではなく、他人がすぐに分かるものでもない。言語障害、弱視、自閉症、う

つ病は、目に見えない障害のほんの一部である。 

• すべての労働者は能力の有無にかかわらず、平等な処遇を受ける基本的権利を有す

る。しかし、（目に見える障害であるか否かにかかわらず）障害のある労働者は、

世界中のあらゆる産業の職場で定期的に障壁に直面してる。障壁は物理的なもの、

人々の態度に関するもの、コミュニケーションに関するもの、社会的なもの等があ

る。 

• 労働組合は障害のある労働者が直面している障壁の改善・克服（建物にスロープや

利用しやすいトイレがないといった物理的な障壁の改善・克服、障害をもつ労働者

は特定の仕事や役割を果たせないという思い込みの是正、大きな文字や点字の文書

を用意するなどコミュニケーション手段の改善、障害の医学的モデルではなく社会

的モデルの提唱など）を交渉できるユニークな立場にある。 

• ほとんどの国の医学的モデルでは、障害は治療や予防が必要なものとみなされてい

る。これは、「問題」を個人に押し付け、偏見や先入観、差別を招くものである。

一方、社会的モデルでは、人々は障害や違いによってではなく、社会の障壁によっ

て障害を負っていると考えられている。社会的モデルは、現在、国際的に認められ

ている障害の捉え方である。 

2. ITF に以下を要請する。 

• 障害者の採用、維持、昇進に対する障壁の除去を含め、世界の鉄道職場における平

等性の向上に取り組むこと。  

• ITF や ITF 加盟組合の民主的な機構を通じて、また、世界の鉄道職場において、障

害のある労働者が自分たちに影響を及ぼす決定に関して、自分たちで決定したり、

主導力を発揮したりできるよう支援すること。 
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• 鉄道産業で働く障害者（目に見えない、あるいは「隠れた」障害を持つ労働者を含

む）の状況や経験に関 する調査を実施し、彼らが職場で抱えている問題や不平等の

形態を包括的に把握すること。 

• ITF の「安全で持続可能な鉄道（SSR）」キャンぺーンを通じて障害の社会的モデ

ルを促進するとともに、ベストプラクティス（最良事例）を収集・ 共有すること

で、加盟組合が使用者に社会的モデルの採用を提唱するのを支援すること。 

• ITF 加盟組合が組織する多国籍企業の鉄道事業者に対し、障害を含む平等性・多様

性の評価を実施するよう要請すること。この評価は、自社が運行するすべての国、

鉄道・公共交通システム、サプライチェーンで労働組合と協力しながら実施される

べきである。 

 

提案者 
• オーストラリア鉄道・トラム・バス産業労働組合（RTBU、オーストラリア）  

• 機関士・火夫組合（ASLEF、英国） 
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付録２：鉄道職業の分類 
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